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針
塚
長
太
郎
先
生
追
想
録
刊
行
の
議
が
正
式
に
決
定
し
た
の
は
、
昭
和
三

十
五
年
十
一
月
の
千
曲
会
総
会
に
お
い
て
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
　
「
針
塚
長
太

郎
先
生
追
想
録
刊
行
会
」
を
結
成
し
て
遂
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
最
初
学
内
関
係
者
が
協
議
の
結
果
、
地
域
・
卒
業
期
な
ど
を
考
慮
し
て
、

全
国
的
に
刊
行
委
員
を
選
定
お
願
い
し
、
そ
の
う
ち
か
ら
代
表
委
員
・
編
集

委
員
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の
刊
行
委
員
会
は
、
昭
和

三
十
六
年
二
月
に
開
か
れ
た
が
、
後
記
の
よ
う
に
代
表
委
員
・
編
集
委
員
・

連
絡
委
員
を
決
定
し
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
四
月
、
代
表
委
員
の
一
人
蒲
生
俊
興
、
編
集
委
員
の
鈴
木

教
吾
・
猪
坂
直
一
の
二
氏
、
及
び
千
曲
会
群
馬
支
会
の
有
志
は
、
群
馬
県
渋

川
市
中
村
に
針
塚
正
樹
氏
を
お
訪
ね
し
、
正
式
に
追
想
録
刊
行
の
御
了
解
と

今
後
の
御
援
助
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
後
、
針
塚
家
に
は
委
員
が
数
回
お
邪

魔
し
て
、
貴
重
な
文
書
・
写
真
を
お
借
り
し
、
ま
た
多
く
の
事
実
・
参
考
資

料
等
を
い
た
冥
い
た
。
先
生
の
幼
な
友
大
谷
惣
三
郎
翁
・
先
生
の
実
弟
針
塚

卯
八
氏
・
奥
様
の
御
妹
伊
東
か
う
様
・
岩
崎
喜
三
郎
先
生
・
新
楽
顕
理
先
生

等
に
も
貴
重
な
事
実
を
承
り
、
伝
記
中
随
所
に
資
料
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
千
曲
会
群
馬
支
会
の
各
位
に
は
、
一
力
年
近
く
の
間
、
各
面

に
わ
た
っ
て
終
始
一
方
な
ら
ぬ
御
援
助
を
い
た
S
い
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に

対
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
針
塚
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
す
で
に
十
三
年
に
な
る
が
、
短
日
月
の
う
ち
に

百
に
あ
ま
る
追
想
記
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
追
想
記
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々

に
深
い
感
謝
の
念
を
献
げ
る
と
共
に
、
先
生
の
御
徳
が
如
何
に
深
く
広
か
っ

た
か
を
具
体
的
、
実
証
的
に
知
る
こ
と
が
出
来
て
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
針
塚
正
樹
氏
か
ら
は
本
事
業
に
対
し
多
額
の
御
寄
附
を
い
た
叉
い
た
。
ま

た
松
村
博
氏
（
故
季
美
氏
－
蚕
一
ー
嗣
子
）
、
土
屋
登
美
次
氏
（
故
高
橋
清
七

先
生
令
息
）
、
及
び
多
数
千
曲
会
員
か
ら
篤
志
寄
附
を
い
た
叉
い
た
。
誠
に
感

謝
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
各
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
本
事
業
の
推
進
に
つ
と
め
た
の

で
あ
る
が
、
と
く
に
鈴
木
教
吾
氏
は
、
伝
記
資
料
の
収
集
に
格
別
の
努
力
を

払
わ
れ
、
ま
た
秋
冬
二
回
、
の
べ
七
十
日
間
を
千
曲
会
館
に
籠
り
、
伝
記
の

執
筆
と
追
想
記
の
整
理
と
に
精
進
さ
れ
た
。
本
事
業
は
氏
の
熱
意
に
侯
つ
こ

と
が
甚
だ
多
い
こ
と
を
こ
ふ
に
明
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
刊
行
の
事
務
、
資
料
の
収
集
、
印
刷
所
と
の
交
渉
並
び
に
校

正
等
主
と
し
て
其
の
衝
に
当
り
、
熱
心
に
努
力
さ
れ
た
連
絡
委
員
松
尾
卓
見

氏
の
労
を
多
と
し
、
藪
に
併
せ
て
感
謝
の
微
意
を
表
す
る
。
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